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お 体 お 大 事 に o
March 2nd 1965
長岡 (La Jolla)より辞井 (基研 )へ
衝舞沙汰いたしました⊂庭ぬ方はここ-来てか らそろそろまる一年になろ うとt1
してお りますが.⊥向虹変 りはえのしない毎 日を送っておりますと変 りはえが
しないといえば.このLaJolユaという所は季節の全 く変りはえしない所で.
水仙が咲いて枯れ 梅か嘆いて散 り.といった季節の花のうっりかわ りで.4や



















ず Suhlは近藤さんの転読極小の昂 を考えていて.Che恥Lowの散乱理論 (
質量cpの核子による中間子の散乱の理論)をこの問題に応用 したという計算を
しました｡求められた セナmatrixは Fermi面の上で発散するかわ りに.Fer一
mi面の上下 C-FeXP(J A p｡)の程度はなれた所に有限な巾をもつreSOnanCe
scaHerirlgがあらわれるというものですこ (町:Fermienergy,Jex-
charlge, ,Oo･'densityofstatesofcoヱコducもionelectrorlSPerJ
atom)計算はT- Oの場食 で､Tキ 0への拡痕を今考えている所の ようですが
なかなか うまくいかないと言ってお りました｡最近.同じ問題をあつかった
Abr土kosoyの.論文 (JoTlilTaiofp-TlySics-への投稿 ?)があるのを知 り.
今 ,苦労 してロyヤ語を読んでいる所ですOや り方は例によって.グ 17- ソ函
数で､グラフで展開して･-･というやつですが.不純物のスピンについては､
スピン ･オペ レータ-のままでは叡扱かわず､












































あ り､粒子間の相互作用が tessenもまal"に役 目をはたす場合にはこの結果は
適用できないだろうということです｡実のところ私には.途中の計算 ,結論と
もによく理解できませんでした｡
Univ.ofCalifornia,Riversideか ら J.Callawayが visitor
として来 ており､単年はどここにいるとのことですO彼の論文は､昨年の
｢73-


















-･･etc.ですoSuhl, Ⅹohnの グル-プに属しているのな､ 6人ですが､国
籍は､中国 ,カナダ ,_オ丁ス トラDIヤ ,イギタス ,アメ9カ ,そして日本 と､
全部ちがっていて､ こういうのはアメ リカの どこの大学でもそうなのか､ここ
だけのことなのか'､ いずれに,しても面白いことですO ･
お 元 気 で お くらし下さい｡
I
LaJollaにて 長 岡 洋 介
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